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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

東
海
道

第
53
回

は
じ
め
に

　

袋
井
市
は
、
静
岡
県
西
部
に
位
置

し
、
東
海
道
新
幹
線
・
東
海
道
本
線
・

東
名
高
速
道
路
・
国
道
１
号
・
国
道

１
５
０
号
な
ど
の
主
要
交
通
路
が
横
断

す
る
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。

　

豊
か
に
広
が
る
田
園
地
帯
と
美
し
い

茶
畑
、
さ
ら
に
は
太
田
川
や
原
野
谷

川
、
南
に
は
遠
州
灘
と
、
自
然
環
境
に

も
恵
ま
れ
て
い
る
。
太
平
洋
に
面
し
た

温
暖
多
雨
の
太
平
洋
岸
式
気
候
で
、
夏

は
南
よ
り
の
風
の
た
め
、
高
温
多
湿
と

な
り
、
冬
は
こ
の
地
域
独
特
の
「
遠
州

の
空
っ
風
」と
呼
ば
れ
る
寒
風
が
吹
き
、

低
温
で
乾
燥
し
た
晴
れ
の
日
が
多
く
続

く
。
ま
た
、
全
国
の
中
で
も
日
照
時
間

が
長
い
地
域
で
あ
り
、
年
平
均
気
温
も

16
℃
〜
17
℃
と
、
一
年
を
通
じ
て
快
適

な
環
境
で
あ
る
た
め
、
温
暖
な
気
候
に

恵
ま
れ
た
県
内
有
数
の
農
業
生
産
地
域

と
な
り
、
温
室
メ
ロ
ン
、
茶
、
米
な
ど

の
生
産
が
盛
ん
で
あ
る
。

東
海
道
ど
ま
ん
中「
袋
井
宿
」

　

袋
井
は
か
つ
て
、
江
戸
と
京
都
と
を

結
ぶ
東
海
道
と
、
北
の
森
町
を
経
て
秋

葉
山
に
至
る
秋
葉
街
道
、
南
東
の
横
須

賀
城
下
へ
の
横
須
賀
街
道
が
分
岐
す
る

要
衝
の
ま
ち
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
東
海
道
五
十
三
次

の
一
つ「
袋
井
宿
」が
あ
り
、
江
戸
日
本

橋
か
ら
数
え
て
も
、
京
都
三
条
大
橋
か

ら
数
え
て
も
ち
ょ
う
ど
27
番
目
の
中
間

点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
東
海
道
五
十
三

次
の「
ど
ま
ん
中
」の
宿
場
と
し
て
、
街

道
を
往
来
す
る
旅
人
の
宿
泊
や
休
息
、

人
馬
に
よ
る
輸
送
を
扱
っ
て
い
た
と
さ

れ
て
い
る
。「
袋
井
宿
」
は
、
東
海
道
に

一
斉
に
宿
駅
を
設
置
し
た
慶
長
６

（
１
６
０
１
）年
か
ら
15
年
後
の
元
和
２

（
１
６
１
６
）年
に
開
設
さ
れ
、
本
陣
３

軒
、
旅は
た
ご籠
50
軒
規
模
の
宿
場
で
あ
り
、

東
西
文
化
の
中
間
点
と
し
て
、
街
道
を

行
き
交
う
人
々
で
に
ぎ
わ
い
、
ま
た
、

尊
永
寺（
法
多
山
）や
油
山
寺
、
可か
す
い
さ
い

睡
斎

へ
の
参
詣
路
の
出
発
点
と
し
て
も
、
多

く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
時
代
に
は
東
海
道
線

の
袋
井
駅
に
加
え
、
南
北
の
街
道
沿
い
に

私
鉄
が
開
通
し
、
乗
り
換
え
の
駅
と
し

て
も
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

今
も
残
る「
家
康
伝
説
」

　

市
内
に
は
、
奈
良
時
代
か
ら
続
く

古こ
さ
つ刹

が
多
く
、
現
在
も
、
尊
永
寺
（
法

多
山
）
や
油
山
寺
、
可
睡
斎
に
は
多
く

の
参
詣
客
が
訪
れ
る
。
特
に
、
曹そ
う
と
う洞
宗

の
古
刹
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
可
睡
斎

は
、
寺
名
な
ど
も
家
康
に
由
来
し
て
い

る
。
可
睡
斎
の
11
代
住
職
は
、
家
康
を

戦
乱
か
ら
救
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
後
に

浜
松
城
主
と
な
っ
た
家
康
に
城
に
招
か

れ
た
そ
の
席
上
で
居
眠
り
を
始
め
た
。

家
康
は
和
尚
の
安
ら
か
な
親
愛
の
心
を

悟
り
、「
和
尚
、
睡
る
可
し（
ね
む
る
べ

し
）」と
申
さ
れ
た
こ
と
か
ら「
可
睡
」と

呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

東
海
道
の“
ち
ょ
う
ど
ま
ん
中
”に
あ
る

宿
場
町「
ど
ま
ん
中
ふ
く
ろ
い
」

袋ふ
く
ろ
い井

市
長（
静
岡
県
）　
大お

お

ば場
規の

り
ゆ
き之

家康伝説が多く残る「可睡斎」
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る
。
ま
た
、
東
海
道
の

西
の
入
り
口
に
当
た
る

木
原
地
区
の
許こ

ね禰
神
社

に
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い

の
勝
利
祈
願
の
際
に
腰

を
掛
け
た
石
「
徳
川
家

康
公
腰
掛
石
」
が
残
り
、

ほ
か
に
も
、
同
地
区
出

身
の
大
工
の
棟と
う
り
ょ
う梁「

木

原
吉
次
」
の
手
に
よ
っ

て
、
江
戸
城
の
慶
長
度

天
守
が
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

「
ど
ま
ん
中
ふ
く
ろ
い
」の 

全
国
発
信

　

東
海
道
の
ど
ま
ん
中
の
宿
場
で
あ
る

地
域
特
性
を
生
か
し
、「
ど
ま
ん
中

ふ
く
ろ
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
さ
ま

ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。
平
成
28

（
２
０
１
６
）
年
に

は
、
袋
井
宿
が
開

設
さ
れ
て
か
ら

４
０
０
年
目
の
記

念
の
年
と
な
る
こ

と
か
ら
、
市
民
と

の
協
働
に
よ
り「
袋

井
宿
開
設
四
〇
〇

年
記
念
祭
」を
実
施

す
る
な
ど
、「
ど
ま
ん
中
ふ
く
ろ
い
」を

全
国
に
発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
袋
井

宿
の
東
の
入
り
口
に
位
置
す
る
「
東
海

道
ど
ま
ん
中
茶
屋
」
は
、
歌
川
広
重
の

浮
世
絵
「
東
海
道
五
十
三
次
袋ふ
く
ろ
い
で

井
出

茶ぢ
ゃ
や
の
ず

屋
ノ
図
」
を
モ
チ
ー
フ
に
設
置
し
た

茶
屋
で
あ
り
、「
ど
ま
ん
中
ふ
く
ろ
い
」

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
と
な
る
。
そ
の

昔
、
袋
井
宿
で
旅
人
の
疲
れ
を
癒
や
し

て
い
た
よ
う
に
、
現
在
も
、
東
海
道
や

袋
井
宿
を
訪
れ
る
市
内
外
の
方
々
を
湯

茶
な
ど
で
も
て
な
し
て
お
り
、
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
憩
い
の
場
、
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
観
光
地
と
し
て

も
人
気
が
高
い
。

「
松
並
木
」を
生
か
し
た 

ま
ち
づ
く
り

　

か
つ
て
、
東
海
道
に
は
多
く
の
松
並

木
が
存
在
し
て
い
た
。
本
市
に
も
東
海

道
の
東
の
入
り
口
に
当
た
る
旧
久く

ど努
村

地
内
に
、「
久
努
の
松
並
木
」
と
し
て
全

長
２
７
６
０
ｍ
に
わ
た
り
、
約
２
０
０

本
の
松
が
今
も
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
松
並
木
を
、
地
域
の
歴
史
的
遺
産
と

し
て
持
続
的
に
保
全
し
て
い
く
た
め

に
、
平
成
29
年
に
「
久
努
の
松
並
木
愛

護
会
」
が
結
成
さ
れ
、
地
元
の
地
域
住

民
や
事
業
所
な
ど
を
中
心
に
、
行
政
と

一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し

て
い
る
。
松
並
木
の
清
掃
活
動
を
は
じ

め
、
松
の
枝
打
ち
、
害
虫
駆
除
な
ど
の

ほ
か
、
全
て
の
松
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

や
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
「
久
努
の

松
並
木
」の
歴
史
教
育
な
ど
、
次
世
代

に
つ
な
が
る
活
動
に
努
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
令
和

元
年
度
に
は
、
美
し
い
し
ず
お
か
景

観
推
進
協
議
会
主
催
の
第
12
回
静
岡

県
景
観
賞
の
最
優
秀
賞
を「
久
努
の
松

並
木
」
が
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
は
、
こ
の「
松
並
木
」を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

文
化
財
の
保
存
と
活
用
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
い
く
。

歌川広重の浮世絵をモチーフにした「東海道どまん中茶屋」

徳川家康公が座った腰掛石

400年以上現存している「久努の松並木」

企
画
協
力
：
全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

東海道・遠
と お と う み じ

江路
　

東
海
道
は
、
中
央
に
あ
る
遠と
お
と
う
み江国

が

東
西
を
つ
な
ぐ
か
た
ち
で
、
江
戸
か
ら

京
ま
で
の
１
２
６
里
余
（
約
５
０
０
㎞
）

が
53
の
宿
場
町
で
結
ば
れ
た
日
本
の
大

動
脈
で
あ
る
。

　

東
海
道
・
遠

江
路
は
約
17
里

半
の
道
の
り

（
約
70
㎞
）
で
、

大
井
川
を
西
に

渡
っ
た
金
谷
か

ら
始
ま
り
、
掛

川
、
袋
井
な
ど

の
宿
を
経
て
、
白
須
賀
宿
ま
で
の
９
宿

が
遠
江
国
で
あ
っ
た
。

　

遠
江
国
は
、「
近ち

か
つ
う
み

淡
海
」
と
呼
ば
れ
た

琵
琶
湖
に
対
し
、
浜
名
湖
が
「
遠と

お
と
う
み

淡
海
」

と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ

れ
る
。

　

袋
井
は
、
元
和
２
年
に
掛
川
と
見
付

宿
約
４
里
（
約
16
㎞
）
の
間
に
設
置
さ

れ
た
宿
。
ま
ち
並
み
は
５
町
余
（
約

６
０
０
ｍ
）
と
短
か
っ
た
が
「
遠
州
三

山
」
へ
の
参
詣
客
が
に
ぎ
わ
い
を
生
み
、

天
保
14（
１
８
４
３
）年
に
は
約
50
軒
の

旅は
た
ご籠
を
数
え
る
宿
場
町
と
な
っ
た
。

太平洋

東海道新
居

白
須
賀

舞
坂

浜
松

見
付

掛
川

日
坂

金
谷

袋
井浜名湖

天
竜
川

大
井
川

愛知県
静岡県 「

遠
州
三
山
」へ
の
参
詣
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
袋
井
宿


